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未だ拭えぬウイルスの脅威。
一旦の落ち着きを取り戻しつつあるように見えますが、最近の感染者数はまた増加傾向にあり、
気を抜くことはできません。
引き続きマスクの着用、ソーシャル・ディスタンスの維持など徹底し、誰も感染することなく、
49期を締めくくりましょう。



我が社の花壇に日日草、マリーゴールド、ベコニアがきれいに咲き誇っています。
ジーっと見つめていると何かささやかれているようで・・・、花は良いですね。
道路際の雑草が先日の5S活動ですっかり取り除かれ、実に気持ちの良い眺めとなりました。
歩道と共に幅広く清掃活動することも、会社の使命の一つではないかと常々思っています。
環境も変われば気持ちも変わります。歩道のもっと北のほうが大変見苦しい状態になっている
ので何とかならないかと通るたびに思うのですが、草のみならず土も結構多いので、自治会か
市を巻き込んで対応しないと無理かと思っています。やっぱり雑草は小さいうちに取ってしまう
のが良い。それには日頃から注意深く目を向けることが必要です。
我々のクレームに対する姿勢に通じるものであります。

5月25日、新型コロナによる緊急事態宣言が解除されました。宣言中、幸いにも地震、津波、洪水、
噴火もなく安堵しました。不要不急以外の出張も徐々に始まり、ようやく活動が再開したという
感じです。ですが、終息にはまだまだで、第二波の発生が強く懸念されますので、引き続き緊張感を
持って行動しましょう。東京都では若い方々の感染が多いと報じられています。我々団塊の世代が
子供たちを囲い過ぎた責任もありますが、若い世代は自分の身は自分で守る、誰も守ってくれない
ことを自覚することが肝要でしょう。

思いがけない事態の中で会社の中にいる時間も多くなり、日頃多忙でなかなかできないことを
処理することができたのではないでしょうか。その意味では貴重な時間であったと思います。
昨日と同じ仕事のやり方ではなく、ひと工夫した新しいやり方を考えたでしょうから、今後の成果が
楽しみです。

今日も一日社員が事故もなく元気で過ごせますように！願わくば、会社にとってハッピーな
情報が飛び込んで来ますように！と思いを馳せつつ草取りや事務所内のモップ掛けに精を出す。
これは5Sの極意だと自分では密かに思っています。草取りや掃除は大凡の人がやりたくないことの
部類に入るでしょうが、目的を持って達成感を味わうという楽しみを持てば苦が楽になります。

5月中旬、我が社の親睦会「竹の子会」が、フードバンクふじのくにへ社員皆さんの各家庭から
持ち寄った食べ物を寄贈したことは大変嬉しく思いました。日頃から食べるものが不足し生活に
困っている子供たちが大勢います。そこへ新型コロナウイルス騒ぎで更に困窮が深まっていることは
想像に難くありません。今後も困っている方々に眼を向けていただくとありがたいです。
会社からは支援金をフードバンクふじのくにへお贈りしたことを添えておきます。
そうそう、会社から5月初旬、静岡県にマスク2,000枚を寄付しましたね。マスク不足真只中でした
から、少ない枚数でしたが大いに貢献できたのではないでしょうか。県知事から感謝状を頂きました。
その後も、竹の子会が政府から贈られたマスクを県の関係機関に寄贈しています。
これもまた嬉しいことでした。

理研および富士通が開発・製造を行なった「富岳」が、スーパーコンピュータの世界ランキングに
おいて、4部門でいずれも2位に大差をつけて、約9年ぶりに世界1位を獲得したという報に思わず
快哉を叫ぶ思いでした。4部門で同時に1位を獲得したのは、富岳が初めてとなるとのことで、
富岳が世界のトップレベルでいる期間は相当長いようです。昨今は日本の技術力は他国に随分と
後れを取っているので、この報は嬉しい限りです。
ぜひ、新型コロナウイルス撲滅など人類に幸せをもたらしてくれることを心から願っています。

いままで外に出る機会が多い私にとって、この“外出禁止令”はちょっとしんどいものがあります。
そろそろと思うこのごろです。しかし、新型コロナ、蝗害、米中扮装、中印敵対、北朝鮮韓国敵対、
はたまた日本国内災害や政治の乱れ・・・
一体神様は、人類に対し何を云わんとしているのでしょうか！？

ご安全に！！
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代表取締役社長　　赤堀　肇紀　

from President MOTOKI

～ 七夕月を迎えました～

◆綺麗は実に良い

◆自分の身は自分で守る

◆意識を変え、やり方を変える

◆5S活動は楽し

◆新型コロナ禍のもと他人（ひと）のために

◆富岳の貢献に期待




